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令和５年度 江東区立第二亀戸小学校 自己評価表 

校長名  小野 春彦           

 目標に向けた取組についての自己評価  
   

重点領域１ 豊かな心と素直で思いやりのあるこどもの育成 

項目 努力指標（教師側） 達成度 成果指標（こども側） 達成度 評語 

１ 

互いのよさを見付け、認め合う活動を
取り入れ、支持的風土、所属感、満足
感の味わえる温かい学級経営、専科
経営を全教員が実施する。 

９４ 

安心して過ごすことができ、自分
の居場所があると回答する児童を
９０％以上にする。 
 

９５ A 

２ 
多様性を受け入れる交流活動(異学
年交流活動)を、計画に基づき全学年
で実施する。 

９１ 

「いろいろな人（異学年、幼稚園
児、中学生）と触れ合うことが楽し
い」と回答する児童を９０％以上を
目指す。 
 
 
 

１００ A 

３ 

人権教育及び道徳教育全体計画に
基づき、全教育活動を通して人権尊重
教育を推進するとともに、道徳の授業
を充実させる。 

１００ 

道徳の時間にいろいろなことを考
えることが楽しいと回答する児童
を９０％以上にする。 

８９ B 

４ 
校内外で様々な人にすすんで挨拶が
できるよう日常的に指導を徹底する。 

９４ 
「気持ちの良い挨拶をしている」
児童の回答を９５％以上にする。 

８５ B 

５ 

日常の体制の他に、相談週間、児童主
体の取組をそれぞれ年間３回設ける
等、担任や SC による教育相談体制を
充実させ、いじめ、不登校、問題行動
等を未然に防止する。 
 
いじめの早期発見、早期対応・解消を
するために学校いじめ対策委員会に
報告し、いじめ防止基本方針に基づく
組織的対応をする。 

１００ 

・「先生などに気軽に相談できる」
児童８０％以上を目指す。 
 
 
 
 
・「いじめはどんなことがあっても
絶対にしてはいけない」と回答す
る児童を１００％にする。 

９９ A 

６ 

「二亀小のきまり」を月１回振り返ら
せ、児童の規範意識を高める。 

９１ 

「二亀小のきまり」を理解し、守る
ことができる児童の肯定的評価を
９０％にする。 
 

８９ B 

＜結果についての分析と改善策＞ 
・児童が互いのよさを見付け、認め合う活動を通して、所属感や満足感の味わえる温かい学級経営、専科経 
営が充実してきている。学校全体で支持的風土が定着したきたことで、項目１において、児童の達成度が 
昨年度より 20ポイントほど高まった。一方で、児童への接し方や指導の仕方などについては教職員により 
差が見られる場合がある。指導については引き続き共通理解を図り、組織的に対応していく。 
・「相談においでよ週間」を設ける等、教職員の誰にでも気軽に相談ができる体制であることを児童に周知
するとともに、SC、SSW を効果的に活用できるようにした。また、いじめや不登校、問題行動等への対応を
組織的に行うことを徹底したことで、未然防止を図ることができ、達成度も高まった。 
・感染症対策による活動の制限がなくなったことで、異学年交流活動等の充実を図ることができた。また、全
学年において、併設幼稚園との交流活動を計画的に実施したことで、児童の肯定的評価を高めることがで
きた。 
・教職員が「二亀小のきまり」について改めて共通理解を図ったことで、どの学級や学年でも同様の指導を 
行うことができるようになり、児童の規範意識を高めることができた。きまりを守ることに関しては個人差が 
見られるため、児童会活動等を通して、児童が主体的にルールやマナーを守ることができるような取組を行 
っていく。 
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重点領域２ 確かな学力の向上  自ら学び進んで実行するこどもの育成 

項目 努力指標（教師側） 達成度 成果指標（こども側） 達成度 評語 

１ 

「学年の漢字・計算力」を定着させる
指導、指導資料を活用し、「国語、算
数、英語スタンダード」の内容を身に
付けさせる指導を全教員が実施する。 

７６ 

「授業が楽しく、よく分かり、学習し
たことが身に付いている」児童の
肯定的評価を９５％以上にする。 
 
 

９２ A 

２ 

・１単位時間の授業スタイルの徹底、
課題解決学習の充実を図り、「主体
的・対話的で深い学びを促す授業」
（できる、楽しい、関わりのある授業）を
実施する。学習内容に応じ、タブレット
端末やＩＣＴを有効活用する。（教育支
援ソフト等を活用し、家庭学習との連
携を図る） 
 
 
・全学年、道徳の交換授業、個々の教
員の専門性に応じた単元担当制、教
科担当制による交換授業の実施をす
る。 

９６ 

「友達と話し合い、問題を解決した
り、新たな課題を発見したりする学
習が楽しい」児童の肯定的評価を
９０％以上にする。 
 
「タブレット端末を使った学習は分
かりやすい」児童の肯定的評価を
９５％以上にする。 
 
 
「学年の先生など、担任以外の先
生の授業は、よく分かる。楽しい。」
児童の肯定的評価９０％以上を目
指す。 
 

９１ A 

３ 

・各教科等の学習で学校図書館を活
用させ、１００％利用できるようにする。 
 
・図書室の整備･充実を図るとともに、
朝読書や年１回の読書月間を設定す
る。また、保護者ボランティアによる読
み聞かせを行う等、全学年で読書活
動を推進することにより、児童の読書
量を増やす。 

８６ 

「読書が好きで、よく本を読む」児
童の肯定的評価８５％以上を目指
す。 
 
 
 
 
 

８４ B 

４ 

「学び方スタンダード」の８つの項目に
ついてすべての児童に身に付けさせる
指導を１００％実施する。 
 

８３ 

「学び方スタンダード」の８つの項
目について、身に付ける児童９０％
以上を目指す。 

８７ B 

５ 
家庭学習の課題を出し、自主学習に
取り組むことができるよう働きかけて
いる。 

９３ 
チャレンジウェンズデーなどを活用
して、自主学習に取り組む児童を
８５％以上にする。 

８２ B 

＜結果についての分析と改善策＞ 
・「主体的・対話的で深い学びを促す授業」について、教職員の意識や理解の高まりが見られた。昨年度と
比べて課題解決学習の充実を図ることができたことが、児童の肯定的評価へとつながった。引き続き、「二
亀小日常授業モデル」を意識した授業を推進する。 
・どの教科等の学習においても、タブレット端末やＩＣＴ機器を活用することができたが、使用頻度や活用方法 
については教員により差が見られる。校内研修や校内 OJT 等を通して、タブレット端末やＩＣＴ機器を効果
的に活用した授業改善を図れるよう、組織的に計画していく。 
・道徳の交換授業、個々の教員の専門性に応じた単元担当制、教科担当制による交換授業の実施について 
は、年間計画に基づき、児童の実態や発達段階に応じて実施することができた。 
・学び方スタンダードの定着については、児童や教職員に年間を通してはたらきかけてきたが、依然として学 
級による差が大きい。次年度も、年度当初にこうとう学びスタンダードについて共通理解を図るとともに、授 
業改善に向けての研修を積み重ねていく必要がある。 
 
 

 
 
 
 



＜様式１＞ 

 ３ 

重点領域３ 体力の向上、健康の保持増進   心身ともに、健康な子の育成 

項目 努力指標（教師側） 達成度 成果指標（こども側） 達成度 評語 

１ 

体育の授業では、「わくわくタイム」
を確実に取り入れ、工夫・改善を図
っている。 
 

９６ 

「体育の授業や休み時間に元気いっ
ぱいに運動している」児童を９０％以
上にする。 
 

９７ A 

２ 

オリンピック・パラリンピック教育のレ
ガシーとして、アスリート出前授業、
パラスポーツ体験を実施する。 
 

１００ 

障害者への理解、スポーツへの関心
や興味が高まった児童を９０％以上に
する。 
 

８０ B 

３ 

・食育指導を実施し、健康のための
食事についての意識を高める。 
 
・養護教諭を中心とした歯磨き指
導、手洗い指導、発育指導、疾病予
防指導、アレルギーに関する指導
(全学年)を実施する。 
 
 

９１ 

自らの健康に関心をもち、規則正しい
生活習慣についてよく考えた児童 
９０％以上を目指す。 
 
 
 

８７ B 

＜結果についての分析と改善策＞ 
・校内研究を通して、学校全体で体育科の授業改善に取り組んだことで、教職員や児童の肯定的評価が高 
まった。授業では、どの学級でも「わくわくタイム」を確実に取り入れ、工夫・改善を図ることができた。休み 
時間は、校庭や体育館の使用割り当て回数を増やし、運動量を増やす取組や工夫を行うことができた。 
・全学年において、アスリート出前授業やパラスポーツ体験等を実施した。４年生においては校内ボッチャ大 
会及び「こうとう☆ボッチャフレンドリーマッチ」等を通して、障害者への理解、スポーツへの関心をより高め 
ることができた。 
・基本的生活習慣の定着や食育指導については、担任による学級指導、養護教諭による保健指導を充実さ 
せ、保護者と連携し、改善を図った。学校保健委員会を参集型で実施し、食育について保護者及び児童に 
啓発することができた。 

 
 

 
 

重点領域４ 地域の教育力を活かした教育の推進 

項目 努力指標（教師側） 達成度 成果指標（こども側） 達成度 評語 

１ 

保護者や地域に教育方針や、学校
の様子を伝えるために、校門横掲示
板、廊下掲示板は月１回、ホームペ
ージは週１回以上更新する。 
 

８６ 

・「開かれた学校づくりに努めている」
の項目で保護者の肯定的評価９０％
以上を目指す。 
・「学校での出来事を家で話してい
る」児童８５％以上を目指す。 

９８ A 

２ 

地域学校協働本部を有効に機能さ
せ、地域の施設や人材の活用を進
める。また、地域への理解を深めると
ともに地域の一員である自覚を高
め、郷土愛・愛校心を育む。 
 

８３ 

「母校や地域が好きである児童」を 
９５％以上にする。 
 
 
 

７９ B 

＜結果についての分析と改善策＞ 
・「開かれた学校づくり」について保護者の肯定的評価は９８％であり、昨年度より１０ポイントほど高まった。 
コロナ禍後に、保護者が来校する機会が増え、個人面談や保護者会等で各家庭との対話を深めることが 
できた。また、昨年度と比較すると、学校ホームページやメール配信、クラスルーム等で情報を発信すること 
ができたが、改善の余地は残った。学校から情報発信をする頻度を上げられるよう、より組織的に取り組ん 
でいく。 
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重点領域５ 安心・安全な学校づくり 

項目 努力指標（教師側） 達成度 成果指標（こども側） 達成度 評語 

１ 
計画に従って、全学年で安全指導を
確実に実施する。 

９４ 
安全に関する意識が高まった児童を
１００％にする。 

９８ A 

２ 
避難訓練、セーフティ教室、薬物乱
用防止教室を１００％実施する。 １００ 

避難訓練や安全の学習に真剣に取り
組み、自分の命を自分で守ろうとする
児童１００％を目指す。 

９８ A 

３ 

いじめの未然防止・早期発見・対応
のための体制を整え、いじめのアン
ケート調査、ストレス・怒りをマネジメ
ントする指導を 100％実施する。 

９６ 

いじめ・不登校・問題行動の発生率
を昨年度より低くし、解消率を上げ
る。 

８７ B 

＜結果についての分析と改善策＞ 
・避難訓練や安全の学習への取組については、昨年度と比べ、児童の肯定的評価がより高まった。毎月の避 
難訓練に真剣に取り組む姿勢が見られている。 
・児童への安全指導のみならず、日常の点検、施錠、施設の安全、不審者対応等、学校の安全管理を徹底し 
て実施していく。 
・いじめ、不登校、問題行動等の未然防止、早期発見・的確な対応を組織的に行うために、年間 3回校内研 
修会を行った。日頃から全教職員で情報を共有して指導に当たるとともに、いじめ防止基本方針を基に、組 
織的に対応を行っている。教員はいじめに気付くアンテナを高くし、早期発見、早期対応、組織的対応をして 
いくことの重要性を理解している。 

 
 
 
【評語】成果指標（こども側）の達成度に応じて決定する。 
    Ａ：９０％以上（目標達成とみなし、次年度は新たな目標を設定する） 
    Ｂ：５０％以上９０％未満 
    Ｃ：５０％未満（目標や努力指標等を見直す） 


